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エアコン対策
正しく使って冬を乗り切るための

寒さが厳しい日、大雪の日は要注意！
■運転開始してから 5 分くらいで止まるが、しばらくするとまた動き出す。

■暖房運転に設定しているのに、室温がなかなか上がらない。

■室外機から異音がしたり、湯気が出ている。

室外機に異常が出ている可能性があります！要チェック！

室外機が凍結してしまっていた！
日頃から気を付けていても、気がついたら室外機が凍結してしまっていた…ということも。

修理が必要な故障につながってしまう前に解決しましょう。

暖房運転ではなく冷房運転にすると、暖かい空気が室外機に送られることで氷を溶かすことができます。

冷房 18℃で 30 分～ 1 時間程度運転していただくと室外機に接している部分が溶けるので、その時点で

剥がせる氷は剥がしてください。それでもまだ取りづらい場合は、固まっている部分に 40 ～ 45℃のお湯を

じょうろでかけると溶けて剥がしやすくなります。

熱湯をかけてしまうと急激な熱変化・膨張・蒸気によりファンや内部の部品を損傷させてしまう

恐れがありますので、お湯の温度にお気を付けください。また、室外機右側の内部には濡れては

いけない基板が入っています。お湯をかけるのは室外機の表面に留め、内部に蒸気や水分が侵入

しないように注意してください。

凍結を解消するためには、冷房運転に切り替え＋凍結部分にお湯をかける

普段から対策を
室外機は背面と側面から空気を吸い込み、前面から吹き出しています。室外機まわりの空気がうまく流れない

と吹き出された空気を再び吸い込んでしまい、エアコンの運転効率が低下して電気代が高くなってしまったり

室内で冷暖房がうまく効かないということに繋がります。

日頃から室外機まわりには極力物を置かないようにし、特に大雪の際にはこまめに様子を確認し、周辺を除雪

していただくようお願いいたします。室外機に雪よけの屋根を付けることも対策のひとつです。運転効率を上

げて電気代を節約しましょう！
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作業に必要な工具

　　・ラバーカップ　・灯油ポンプ　・雑巾(複数枚)　・ゴム手袋　・マイナスドライバー

　　・ビニール袋(10L程度のもの)　・バケツ(10L以上のものが望ましい)

7



注意
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最後に乾拭きをすれば、メンテナンス完了です!

最後に乾拭きをすれば、メンテナンス完了です!

注意！
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注意！
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注意！

14



15



16



17



18



19



20



21



22

動画でもご確認
いただけます！
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